
　

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
は
、
社
会
福
祉
法
に
よ
り
す
べ
て
の
都

道
府
県
・
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
制
度
上
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
営
体
の
福
祉
事
業
へ
の
参
入
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
過
疎

地
に
な
る
ほ
ど
民
間
の
参
入
が
少
な
く
、
そ
の
よ
う
な
地
域
で
は
特
に
、

社
協
が
福
祉
活
動
の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
も
、
雪
国
で
あ
り
高
齢
化
率
も
高
い
こ
の
地
域
に
あ
っ
て
、
①
だ
れ

も
が
、
②
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
③
自
分
ら
し
く
、
④
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
理
念
の
も
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
既
存
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
担
っ
て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
制
度
や
市
場
原
理
で
は
満

た
さ
れ
な
い
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
い
く
責
務
が
社
協
に
は
あ
り
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
、
経
済
的
・
精
神
的
な
困
窮
世
帯
な
ど
、

支
援
が
必
要
だ
っ
た
り
こ
れ
か
ら
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ

う
世
帯
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
も
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
は
、
家
族
に
よ
る
支
え
合
い
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
住
民
が
共
に
助
け
合
い
支
え
あ
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、
そ

れ
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
２
月
７
〜
８
日
に
開
催
さ

れ
る
「
雪
掘
り
と
う
ど
塾
」
は
そ
ん
な
事
業
の
一
つ
で
あ
り
、
い
ざ
雪
害

３月１日（日）　13:00~15:20
飯山市公民館　２階講堂
無料

受付●13:00~13:30　開会●13:30~13:40　
講演●13:45~15:15　閉会●15:20

～地域での見守り・支え合い活動のポイント～

「あなたの力が地域の力」
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いいやま

携帯電話でアクセス

新
年
明
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
隣
近
所
で
助
け
合
い
な
が
ら
、

福
祉
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
、「
見
守
り
と
う
ど
（
田
人
）
衆
」

の
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
各
区
の
隣
組
長
等
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
住
民
の

助
け
合
い
や
交
流
の
輪
を
広
げ
、

共
に
支
え
合
う
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
に
「
見
守
り
と
う
ど
衆
」
の

皆
さ
ん
の
役
割
は

●
見
守
り
活
動

　
日
常
的
な
関
わ
り
を
大
切
に

す
る
中
か
ら
、「
独
り
暮
ら
し
の

お
宅
が
夜
に
な
っ
て
も
電
気
が
つ

か
な
い
」、「
何
日
も
新
聞
が
取
り

込
ま
れ
て
い
な
い
」、「
子
ど
も
の

見
守
り
と
う
ど
衆
の
役
割
・
研
修
会

市
民
み
ん
な
で
見
守
り
と
う
ど

様
子
が
お
か
し
い
」
な
ど
、

何
か
お
気
づ
き
の
場
合
は
、
区

長
や
民
生
委
員
な
ど
へ
連
絡
を

し
て
い
た
だ
く
な
ど
。

●
日
常
的
な
助
け
合
い

　
介
護
保
険
や
市
の
サ
ー
ビ
ス

で
は
出
来
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た

助
け
合
い
、
家
事
の
手
伝
い
・
つ

い
で
の
用
足
し
・
話
し
相
手
（
立

ち
話
）
な
ど

見守りとうど衆 研修会

日　時

場　所

参加費

講師　プロフィール
　千葉市社会福祉協議会を退職後、福祉・介護系専門学校講
師を経て、人材育成・研修技法を研究実践する研究機関に所属。
民生委員・福祉施設職員・社会福祉協議会・福祉行政職など
を対象とした研修講師となる。全国各地の福祉研修機関の研
修企画アドバイスや地域福祉コンサルタントとしても活動。

講　師
KT福祉研究所代表
　松藤　和生氏

誰もが安心して
暮らせる

地域を目指して

本年もどうぞよろしくお願いします

　　
　
　
　
　
★わ

くワクとうど塾☆

　　　　

　
　
　
クリ

スマス会

☆
講
師
お
話
☆

「
幸
せ
で
あ
る
た
め
に
・
人
と
の
つ
な

が
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
ク
リ
ス
マ
ス
会
☆

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
お
や
つ
を
食
べ
た
り

し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

１
月
の
わ
く
ワ
ク
と
う
ど
塾
は
ク
ラ

フ
ト
づ
く
り
体
験
で
す
。

小学生 11名
中高生ボランティア ５名
講師 上田市長谷寺副住職 
       宮下俊哉さん

　
無
理
の
な
い
活
動
か
ら

隣
近
所
の
絆
や
お
互
い
の

見
守
り
や
助
け
合
え
る
関

係
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　
最
近
の
大
地
震
や
火
山

の
噴
火
な
ど
の
大
災
害
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
も
、

今
後
一
層
隣
近
所
の
助
け

合
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

１２月

参加者

　
　

～
須
多
峰
介
護
セ
ン
タ
ー
～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
介
護
保
険
事
業
者
で
は
、
年
間
を

通
し
て
た
く
さ
ん
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ま
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
11
月
29
日
、須
多
峰
介
護
セ
ン
タ
ー

で
は
、
常
盤
地
区
更
生
保
護
女
性
会

の
10
名
の
皆
さ
ま
が
、
家
庭
で
使
用

し
な
く
な
っ
た
シ
ー
ツ
な
ど
古
布
を
持

参
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
内
の
消
毒
や
清

掃
に
使
用
す
る
た
め
に
使
い
や
す
い
大

き
さ
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
新
聞
紙
を
利
用
し
た
ゴ
ミ
袋
も

作
っ
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
助
か
り

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

が
あ
っ
た
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
遺
憾
な
く
そ
の
お
気

持
ち
を
活
動
に
結
び
付
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
す

る
も
の
で
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
は
、
以
上

の
よ
う
な
目
標
や
理
念
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
は

大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
（「
二
本
柱
」
あ
る
い
は
「
車
の

両
輪
」
と
も
い
え
ま
す
）。
一
つ
目
の
柱
は
、一
般
福
祉
事
業
で
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
事
業
の
推
進
、
生
活
困
窮
者
の
支
援
、
相

談
事
業
、
老
人
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
・
児
童
福
祉
の
推
進
な

ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。
本
町
の
飯
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
、
湯
の
入
荘
、
ゆ
き
ん
こ
園
、
各
地
区
の
児
童
館
・
児

童
セ
ン
タ
ー
・
児
童
ク
ラ
ブ
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
柱
は
介
護
保
険
事
業
で
す
。
国
の
介
護
保
険
制

度
に
基
づ
き
、
居
宅
介
護
支
援
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
連
絡
・
調
整
な
ど
）、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
）、通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、短
期
入
所（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
須
多
峰
、
常
盤
、
瑞
穂
、
外

様
の
４
つ
の
拠
点
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
最
初
に
申
し
上
げ
た
理
念
、
す
な
わ
ち
「
だ
れ

も
が
、住
み
慣
れ
た
場
所
で
、自
分
ら
し
く
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」

社
会
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
で
す
。

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
年
も
心
を
込
め
て
市
民
の

皆
さ
ま
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。



施設名等 ご 芳 名 内 容 等

常岩の里
ながみね

上松 潤 様 飾り花サークルボランティア
合唱指導ボランティア

メアリー クリフト 様 活動支援ボランティア
余暇支援ボランティア

ピーター クリフト 様 余暇支援ボランティア
竹松 恵里 様 合唱指導ボランティア
小池 茂次郎 様 館内掃除
長谷川 弘昭 様

散髪ボランティア
小出 則之 様
加藤 昭雄 様
小林 求 様
富井 純一 様 たくあん漬け

ボランティア山田 侑子 様

デイサービス
センター
ゆきつばき

シニア大学ＯＢコーラス 様 歌・交流
中央幼稚園 様 歌、ダンス、交流
みすじ会 様 三味線演奏
常盤更生婦人会 様 布切り、袋作り
ＡＱＵＡ ａｑｕａ 様 信濃の国踊り

飯山学園

ピーター クリフト 様 ボランティア
（クリスマスパーティーへ
の招待・子供達との交流）メアリー クリフト 様

ナルクの会 様 隔週火曜日・日中保育
更生保護女性会 様 隔週火曜日・日中保育
クロワッサン 様 ピザ作り

中部電力 飯山営業所 様
木の枝の剪定、曲がっ
たポールの修理・体育
館の蛍光管の取り替え

今井 和浩 様 ボランティア
（パソコンの修理）

上町児童センター 長野LP協会 様 火育
（火についてのお話と体験）

秋津児童クラブ 飯山南高校 JRC 様 遊びの交流
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平成26年 1１月 21日～ 1２月20日分
　 

お知らせと募集
この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、☎62-2840までご寄付・ご訪問

いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご 芳 名 物　 品・ 金　 額 備 考
牧野 キヨノ 様 くず入れ寄付 善意銀行

太田老人クラブ 様 １円玉寄付（6,948 円）

湯の入荘

西澤 道子 様 １円玉寄付（266 円）
奈良沢老人クラ
ブ 様 フリマ用品

鷲尾 美恵子 様 フリマ用品（クルミ）
藤本 露子 様 フリマ用品（ぎんなん）
常盤更生保護
女性会 様 古布の寄付

デイサービス外様
大野 様 介護用品寄付

ご　訪　問
施設名等 ご 芳 名 内 容 等

湯の入荘

清山流 静月会
（田中、鷲森、大塚） 様 歌と詩舞披露

保護司会長 江澤 一遠 様 更生保護講話

大月 肇 様 リハビリ教室
飯山ハーモニカクラブ 様 音楽会
岡田 敬幸 様 コンサート
滝沢 タミノ 様 ちぎり絵展示

デイサービス
常盤

常盤保育園 様 ダンス・交流（14名）
飯山ハーモニカクラブ 様 音楽会（８名）
戸狩老人会 様 交流（９名）

デイサービス
外様

いずみだい保育園 様 園児の踊り
飯山ハーモニカクラブ
前沢 政宏 様 ハーモニカの演奏・歌

デイサービス
瑞穂

飯山傾聴の会 斉藤様 話し相手
湯の入 仲良しクラブ 様 踊り（７名）
おたまじゃくしの会 オカリナ演奏（７名）
飯山中央幼稚園 様 お遊戯（36名）
みすじ会 様 三味線

今月の歌

　 

この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、☎62-2840まで

　 
知

飯山市社会福祉協議会では、下記のとおり相談事業を行っています。

総合相談 ふれあい相談
2月20日（金）
9:00 ～ 15:00

毎週水曜日
9:00 ～ 12:00

午後は、弁護士による無料相談があります 飯山市福祉センター ( 本町 ) へお越し下さい

要予
約

募

募

雪掘りとうど塾

集合：飯山市公民館
13:00　　　参加者受付
13:00 ～　　飯山市紹介講座
　　　　　　除雪技術の講習等
14:30 ～　　雪かき講習
16:00　　　 作業終了、移動
18:30 ～　　夕食交流会

7:00　　　   朝食、移動
9:00 ～　　  除雪活動
11:30　　　 活動終了
12:00　　　 修了証授与式
　　　　　　昼食交流会

日程（予定）

　飯山市社会福祉協議会では、毎年「雪掘りとうど塾」を開催し
ています。市内外、県内外より参加者を募集し、除雪活動を体験し、
雪国の暮らしや飯山市の風土を知っていただく場を提供し、地域を
超えた冬期間の助け合いの活動を進めています。

集 合 場 所　●飯山市公民館（飯山地区活性化センター）
　                   飯山市大字飯山１436-1　☎ 62-3342
メイン会場　●まだらお高原山の家
交流会・宿泊先　●斑尾高原ペンション
募 集 定 員　● 20 名（先着順、定員になり次第〆切ます）
参　加　費　● 7,000 円（宿泊代・保険料含）
持　ち　物　●着替え、タオル、長靴、軍手とゴム手袋など
参 加 申 込　●１月 23日（金）までに
                   参加申込書をお送り下さい
お問い合せ　●飯山市社会福祉協議会
　　　　　　☎ 62-2840　Fax 62-2904

☆豪雪地域との交流に関心のある方
☆除雪ボランティア、災害ボランティアに関心のある方
☆雪国に住みたいと思っている方、雪が好きな方

昭和30年代まで飯山にあった、農作業等をお
互いに助け合う風習のこと。今は、現在の生活
スタイルに合った形で「地域の中でいきいきと
支え合い助け合う活動」を進めています。

主な参加対象 「とうど」（田人）とは・・・

参加者募集

参加者募集

２
月
７
日

２
月
８
日

２月７日～８日
土 日

湯の入荘

カラオケ大会開催
♪♪ ♪

日　時　●２月25日（水）9時受付・9時 30分開会
参加料　● 500 円（入館協力費、音響技術代）
申込み　●２月15日までに湯の入荘へ

（氏名、地区、電話番号、曲名をお知らせください）
☎ 65-3312　Fax 65-4537

”湯の入荘では、好評につきカラオケ大会を開催します。大勢の皆さまのご参加をお待ちしています。”

２月25日
水

・
お
せ
い
ぼ
の
　
引
越
そ
ば
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど
け
け
り

・
さ
む
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